第357回Zoological Conference
（第925回 生物科学セミナー）
日時：　12月7日（水）　16:30-18:00
演者：　藤原 晴彦 教授
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻
演題： 　昆虫の擬態紋様形成の分子機構と進化　
体表の紋様や体色を他者に似せて捕食者をかく乱する擬態は広範な生物種に認められるが、その形成メカニズムはほとんどわかっていない。アゲハは幼虫・蛹・成虫の各ステージで複雑な擬態紋様を示し、さらに近縁種間で環境に高度に適応した斑紋が見られ、擬態紋様形成機構やその進化的成立過程を解明するのに最適な素材である。一方、同じ鱗翅目昆虫のカイコには数十種類に及ぶ斑紋の変異系統があり、紋様形成に関わる最上位の制御遺伝子や制御領域を同定することが可能な「擬態紋様形成研究のモデル種」である。昆虫の擬態に関する我々の課題設定や研究の切り口、さらに最近の研究成果について紹介したい。 
参考文献：
· Shirataki H et al. (2010)
Species-specific coordinated gene expression and trans-regulation of larval color pattern in three swallowtail butterflies. 
Evol Dev. 12: 305-314. 
· Futahashi R & Fujiwara H. (2008) 
Juvenile hormone regulates butterfly larval pattern switches. 
Science. 319:1061.
場所：　理学部２号館　４階講堂 
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・細胞生理化学研究室
